
J V-Campus：日本と世界を繋ぎ、共創する
日本発のオンライン高等教育プラットフォーム

個別機関Box （2023年9月14日現在、58機関（国内53機関+海外5機関）参加、162コンテンツ）

留学生応援特別Box (2023年9月14日現在、74機関参加、465コンテンツ)

日本語教育パッケージBox（2023年9月14日現在、 12機関参加、29コース）

JV-Campus特設Box（日本文化・リテラシー等）（2023年9月14日現在、 22大学100コンテンツ確定済）

大庭良介
筑波大学JV-Campusプロジェクトリーダー

大学の国際化促進フォーラムJVC運営委員会 委員長
筑波大学医学医療系 准教授



オールジャパンで結成する国際的なオンライン教育プラットフォーム（JV-Campus）
オールジャパンで多彩で魅力ある
戦略的科目群を構成し、世界に
発信。

希望する国内外の大学が、自大学
の強みある教育コンテンツを世界に
提供。
☞ 「各大学専用BOX」の提供とサポート
► プラットフォーム環境システム提供
► ポータルサイト機能の提供

世界や社会に通用
性のある多様な知
の科目の集積

~日本語教育及び日本の
強みを発信~

英語を中心とした
多言語発信

Japan Virtual Campus (JV-Campus) 構想（大学の国際化促進フォーラムプロジェクト）

日本の高等教育の玄関口として
“ヴァーチャル” から “リアル” へ

織物の経糸と横糸のように
共に「知」を織り上げて手渡していく、

学習者と教育者の
新しい関係を作り上げます

JV-Campus Vision

SGU事業・大学の国際化促進フォーラム（2023年6月30日、幹事校18大学、133機関参加）

幹事校
JV-Campus運営委員会

国際空港モデル



「留学生増」「留学後教育」「留学啓発」等、大学の国際化に資するJV-Campusのサービス展開

1.希望する大学が発信 2.JV-Campusブランドで発信

JV-Campusの「４つの柱」となるサービス

4.社会の連結

➣海外からの留学生を増やしたい（インバウンド：日本への留学の敷居を下げる→継続的な人材誘致）
◼ ①：留学生に日本に興味を持ってもらいたい ⇒ 日本文化等（ 2 ）
◼ ②：留学生の日本への留学の敷居を下げたい ⇒ 日本語等（ 2, 3 ）
◼ ①：留学生に自大学を知ってもらいたい ⇒ 大学紹介、個別コース等（ 1, 2 ）
◼ ②：留学生を積極的に自大学に誘導したい ⇒ APコース等（ 1 ）
◼ ①：渡日後の語学教育 ⇒ 日本語など（ 2, 3 ）
◼ ②：豊富な英語教育コンテンツを届けたい ⇒ 一般教養・専門・日本文化・リテラシー等（ 1, 2, 3 ）
◼ ：国内外での就職活動を支援したい ⇒ インターンシップ、ビジネス日本語など（ 1, 2, 3, 4）

➣日本人の留学を活性化し、効果を最大化したい

◼ ①：海外の授業（英語の授業）を受けることを日常化したい ⇒ 一般教養・専門・日本文化・リテラシー等 （ 1, 2, 3 ）
◼ ②：英語で日本文化を紹介できるようにしたい ⇒ 日本文化等（ 2 ）
◼ ②： ③：海外大学の授業に慣れさせたい ⇒ 海外大学提供コンテンツ（ 1 ）
◼ ①：留学後も自大学の単位取得を可能にしたい ⇒ 個別機関からの科目配信（ 1 ）
◼ ②：留学経験を就職活動に活かしたい ⇒ インターンシップ・ネットワーキング、ビジネス日本語など（ 1, 2, 3, 4 ）

➣スタッフの国際化を促したい（スタッフ・ディベロップメント→大学ガバナンス改革）
◼ 自己啓発：高等教育の国際化の理解や能力向上をしたい⇒ 英語科目、SD科目、海外大学提供科目（ 1, 2, 3, 4 ）

3.オールジャパンで機関に発信

JV-Campus活用のシチュエーション例

導入

リクルート

留学後ケア

導入

留学後ケア

卒業後ケア

（アウトバウンド：海外への関心を高める→留学の敷居を下げる
→留学効果を上げる→真のグローバル人材）

「留学生増」「留学後教育」「留学啓発」等、大学の国際化に資するJV-Campusのサービス展開



JV-Campusの機能

【検索機能を強化した新TOPページ】

学習者からも教育者からも見やすく、使いやすく、わかりやすいポータルサイトへ。
使ってみる、参加する、そして、国際的な行動変容へ

【ユーザーが繋がることを意識したコミュニケーションブース】

① ポータル機能； 様々な大学・機関・企業の教育コンテンツへの入り口
② LMS機能； オンライン教育をマネジメント・実施する機能
③ 動画配信機能； JVCコンテンツサーバーからの独自のオンデマンド配信

①ポータル機能



JV-Campus 個別機関Box（ポータル機能）
https://www.jv-campus.org/jvc-pickup/

【学習者を留学情報まで引き込む個別機関Box】



Learning Management System（LMS機能）
We apply                              as LMS/Mooc system

成績管理

レポートの提出 掲示板による交流

コンテンツ視聴
（リアルタイムでもよい） テストの実施

PayPalによる
支払いシステム
（Coming soon）



JV-Campus pick up（見える・集める・実施する）
https://www.jv-campus.org/jvc-pickup/

留学生応援特別Box
Total 444 contents 
from 73 institutions

日本語教育パッケージBox 
Total 27 contents 
from 8 institutions

JV-Campus特設Box
Total more than 100 contents 

from 22 institutions
＝＞Micro-credential Programs 

will be prepared



日本語教育への展開１：各大学コンテンツへのポータルとして

個別機関Box（個別機関配信） + ポータルでの一覧性

JV-Campus（日本語教育専門部会I；代表：東京外語大学）

ポータルとして外部へ

コンテンツ使用権
コンテンツ提供機関

無償・有償



日本語教育への展開２：企業等開発のコンテンツ利用

企業Box（企業ブランド） + ポータルでの一覧性 コンテンツ使用権
コンテンツ提供企業

無償・有償



日本語教育への展開３：みんなの共同利用コンテンツとして

特設Box（JV-Campusブランド） + JVCから配信・管理

JV-Campus（日本語教育専門部会II；代表：筑波大学）

コンテンツ使用権
JV-Campus
無償・有償



日本語教育への展開４：教育パッケージを届ける

特設Box（B2C） + 戦略的パッケージBox（B2B）+ JVCから管理・配信

（１）B2C
JV-Campus特設Boxからマイクロクレデンシャルプログラム等を配信

（２）B2B
JV-Campus戦略Boxから必要とする組織にパッケージ配信
単位付与が可能なクオリティ（受講側教育組織で単位付与が可能なレベル
の質保証を実施）のパッケージとして、各機関と個別契約を実施して細部
を調整

コンテンツ使用権
JV-Campus

有償

（バッジやクレデンシャルなどオンライン教育質保証専門部会；代表：関西大学）



ご清聴ありがとうございました。

2023年9月25日
世界各地の社会的要請に対応可能な日本語教育シンポジウム

ラウンドテーブル１日本語オンラインコンテンツの現状と可能性日本語オンラインコンテンツの現状と可能性


